


第3回最新出土考古資料巡回展に伴う講演会の記録集
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1  はじめに

最新出土考古資料巡回展は,平成 8年度から隔年で

実施をしている事業で,県内各地の遺跡から出土 した

遺物などを県民の皆様方に御覧いただき,埋蔵文化財

に対する理解を深めていただくことを目的に,千葉県

文化財センターをはじめとする県内10法人によって組

織される千葉県文化財法人連絡協議会と,開催博物館

によって実行委員会が設けられ,展示資料の選定から

資料の集荷・展示と一連の展示作業を行っている。

第 1回の巡回展は,平成 8年 6月 から9年 2月 まで,

県立中央博物館をはじめ,県立博物館 5館 と松戸市立

博物館など6館の博物館を巡回し, 4万 人以上の県民

の皆様に御覧いただいた。第 2回の巡回展は,平成10

年 6月 から11月 まで,県立大利根博物館をはじめ,県

立博物館 5館 と袖ケ浦市郷土博物館・市立市川考古博

物館など7館の博物館を巡回し, 4万 人近い県民の皆

様に御覧いただいた。第 3回の巡回展は,平成12年 7

月から13年 1月 まで,県立房総風土記の丘をはじめ,

県立博物館 6館を巡回し, 4万 人以上の県民の皆様に

御覧いただいた。

巡回展に伴って,講演会を計画し,その時々の興味

ある講演をその分野の第一人者である研究者にお願い

して実施した。また,巡回展を中核展示として,市立

博物館ではその地域の特徴ある遺跡の出土遺物を中心

とした地域展示が行われ,地域と密着した展示会も行

われた。

第 3回 となる今回の巡回展では,連絡協議会10法人

の他,流山市教育委員会から三輪野山遺跡の資料出品

を得て,23遺跡から出土した遺物760点の展示を行っ

た。展示資料は旧石器時代から室町時代まで幅広い時

代の遺跡から出土した遺物の中から,特に貴重なもの

を厳選し,速報コーナーでは新聞などで大きく報道さ

れた君津市三直貝塚を取 り上げ,出土したばかりの出

土品を展示した。講演会は,平成12年 12月 23日 に県立

中央博物館講堂において,「君津市三直貝塚の調査」

発表と「縄文の大土木工事」と題する講演会を開催し,

200人に近い県民の皆様方の来場を得て,講師の興味

ある内容を長時間にわたり御静聴いただいた。

3回 にわたる巡回展は,のべ12万 人以上の多くの県

民の皆様に御覧をいただき,出土品をとおして埋蔵文

化財に対する理解を深めていただけたのではないかと

考えている。

2 講演会記録

(1)開催挨拶

松崎勝美 (当文化財センター常務理事)

本日は,年末の非常にお忙 しいなかにもかかわらず ,

大勢の皆様方に御参加いただきまして,誠にありがと

うございます。

千葉県文化財法人連絡協議会を代表しまして御挨拶

を申し上げます。千葉県文化財法人連絡協議会と申し

ますのは,県内に千葉県文化財センターをはじめ,市

町村で組織いたします10の 文化財センターがございま

す。それら10の 法人で組織します団体でございます。

御承知のように埋蔵文化財の発掘調査・研究,そ し

て普及活動を行っております。県民の皆様方に埋蔵文

化財をより御理解いただくため,毎年 1月 の遺跡調査

研究発表会などをとおして,発掘調査の成果を発表し
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ているところでございます。

今,こ の中央博物館の 2階の企画展示室で,最新考

古資料巡回展―地中からのメッセージーと題しました

展示を行っております。既に御覧になった方もいらっ

しゃると思います。まだの方には帰 りがけに御覧いた

だければと思っております。この展示会は今年で 3回

目を迎えます。今年は 7月 に県立総南博物館を皮切 り

に六つの博物館で展示を行って参りました。この中央

博物館が今年度最後の展示会でございます。

県民の皆様方に,新聞報道されました貴重な出土品

を御覧になっていただこう,と いうことを目的に展示

会を行っているところでございます。その巡回展の最

後の締めくくりとして,本日,展示に関連いたしまし

た講演会を企画し,開催いたしているところでござい

ます。

今回の巡回展では速報コーナーとして,昨年の 7月

から千葉県文化財センターが調査を行っております君

津市三直貝塚を取 り上げて展示をいたしました。三直

貝塚につきましては,本年の 3月 の新聞報道でも大き

く報道され,注目を集めましたことは皆様方既に御承

知のことと思います。つい先日も新聞報道されました

ように,三直貝塚の調査もかなり進んでまいりまして,

いろいろなことが明らかになってまいりました。その

ようなことから本日,こ の調査報告を行うとともに,

盛土遺構に関連したテーマの講演会を行うところでご

ざいます。

盛土遺構につきましては,全国に幾つかの例が紹介

されておりますけれども,本県でははじめての例では

ないかと思っております。

本日は,こ れから三直貝塚の中間報告と,それが終

わりましてから三直貝塚をはじめ,同 じような盛土遺

構につきまして,縄文時代の研究で御活躍されており

ます市立市川考古博物館長の堀越正行氏により「縄文

の大土木工事」と題しました御講演を予定しておりま

す。盛土遺構について,どのようなお話をされるのか

非常に興味がございます。遺跡の本質に迫るお話が聞

けるのではないか,そのように期待をいたしておりま

す。

どうぞ皆様方には埋蔵文化財につきまして,今後と

も御理解をいただき,御支援,御協力を賜 りますよう

お願いを申し上げまして,講演会に先立ちまして,簡

単ではありますが御挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

(2)君津市三直貝塚の調査

吉野健一 (当 文化財センター研究員)

ただ今御紹介いただきました,千葉県文化財センタ

ーの吉野です。これから短い時間ですが,三直貝塚の

調査概要を説明 したいと思いますので,よ ろしくお願

い致 します。

まず,遺跡全体の概要を説明して,それからスライ

ドを使って調査の様子などを説明していきたいと思い

ます。

三直貝塚は,縄文時代中期の後半か ら晩期の前半 ,

今から4,500年か ら3,000年 前にかけて営まれた集落遺

跡です。調査は館山自動車道の建設に伴って,平成11

年の7月 から行ってお ります。調査対象範囲は9,130m2

で,遺跡全体から見れば,半分から3分の 1ほ どの面

積です。

次に遺跡の位置についてですが,資料 1(39頁)に

5万分の 1の 木更津市か ら君津市の地形図があ りま

す。図の南東のあた りに三直貝塚があ ります。三直貝

塚は,東京湾に流れ込む畑沢川と小糸川という二つの

河川に挟まれた分水嶺に位置するという地形的な特徴

があ ります。現在の海岸線からの距離が約 7kmあ り,

標高は約100m弱です。遺跡の東側に面する谷には水

田が見られますが,そ の水田との比高差は約35mです。

資料 2(40頁)の図を見ていただきますと,遺跡周

辺の地形がわかると思います。図に示 した部分が今回

の調査範囲です。この範囲の西側にも遺跡が広がって

います。遺跡の西側には,細長 く入 り込んでいる谷状

の地形が見られますが,戦後の土取 りのために削られ

た部分がかなりあって,本来の地形がどのようであっ

たかはわか りません。 しか し遺跡のある平坦な部分は

谷頭を囲むように分布していたのではないかと考えて

おります。
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資料 2

三 直 貝 塚

周辺地形図
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資料 3(41頁)を御覧ください。最近の三直貝塚の

全体図です。丘陵の平坦面の縁辺に沿うように盛 り上

がっており,こ れが環状盛土遺構の盛土部分です。今

回の調査は,盛土遺構の東側 2分の 1を 調査している

ことになります。「中央凹地」 と記 してある部分が ,

中央の凹んでいる場所で,そ こを中心にして盛土遺構

が巡っております。そして盛土遺構の上に縄文時代後

期中頃から晩期前半にかけての住居などの建物が分布

しています。

それでは調査の内容をスライドを使用して説明して

行きたいと思います。

(ス ライドの説明〉

1)こ れは三直貝塚の調査開始直後の写真です。北側

から撮影をした写真で,一番手前の斜面に貝層があ

ります。丘陵の縁辺に高くなっているところが展開

し,右側の中央凹地に向かって次第に低 くなってい

ます。盛土遺構の上には確認グリッドがあり,遺物

が出土しているのが分かるかと思います。この確認

グリッドの先が遺跡の中でも最も高くなっていて,

調査開始直後から盛 り上がりが確認されていたとこ

ろです。始めは古墳ではないかと考えて,墳丘を断

ち割るための確認 トレンチを設定して,様子を探ろ

うと思いましたが,実際は古墳時代の遺物は出土し

なくて, トレンチの深いところまで縄文土器が大量

に出土した事から,縄文時代の盛土遺構の可能性が

高いのではないかと判断したという経緯があ りま

す。これが昨年の秋の様子です。

2)こ の写真は今年の 2月 頃,現地説明会の前後位の

写真です。全体に表土を除去して盛土遺構の上面を

検出した状態です。写真中央が黒くなっていますが,

ここが中央の凹地で,こ この周辺が盛 り上がってい

るのがわかるかと思います。田んぼの畦のようなも

のは,私たちが調査の時に土層の確認をするための

もので,縄文時代の人々が造ったものではありませ

んので,あ らかじめお断りをしておきたいと思いま

す。写真手前に貝が散布しているのが分かるかと思

います。

3)こ れが今年の夏頃の状況です。盛土遺構を掘 り下

げていったところ,写真左端の辺 りでビット群 (柱

穴群)がたくさん検出されています。その左上に炉

があり,住居跡などが写し出されています。

4)こ れは三直貝塚の北側に所在する練木遺跡から三

直貝塚を撮影した写真です。三直貝塚の後ろ側に山

が見えますが,こ のような地形が君津地域の特徴的

な丘陵の形といえます。それに対して三直貝塚が位

置する部分は,上面が平になっており,極めて特殊

な景観であることがわかります。

5)こ の写真は中央の凹地から盛土部分を撮影したも

のですが,こ のような状態で遺物が出土します。

6)こ の写真は南側から北側の高まっているところを

撮影したもので,断ち割るような形で トレンチが掘

られています。

7)こ こは先ほどの トレンチの南側の地点です。盛土

を掘 り下げていったところ遺物が集中して出土 し

て,丸 く黒い染み状のものが見えたので,住居では

ないかと考えて調査を開始したところです。

8)こ れを掘 りあげますと,こ のようになりました。

柱の穴はしっかりしておりませんが,こ ういったプ

ランで径 2m前後の竪穴状の掘 り込みになりまし

た。さらにその下に,黒い染み状のものがありまし

て,別 な遺構があるということがわかりました。

9)こ れは6)で示した土層断面を観察するための ト

レンチで,こ のロープで示した範囲に,住居の床面

が確認されている。現地表面から1.2mか ら1.5mく

らいの深さがあります。今,丁度黒土の所を広げて

いるような状態ですが,こ のような丸い落ち込みが

確認されて,そ こに遺物が集中して出土しています。

その下の埋まっている住居までは深さが lm以上あ

ります。

10)こ の写真は,掘 りあがった状況を撮影したもの

です。このような形で,丸い住居のような掘 り込み

が検出されました。明確な炉は確認されていません

が,焼土のブロックのようなものが何か所か確認で

きて,底面はところどころ硬化しております。さら

に,広げて掘ったところ,時期としては縄文時代後

期の中頃から後期の後半ぐらいの時期の遺構が 2か

ら3基 くらい重なりあっている状態で確認されまし

た。

11)写真右上に確認 トレンチがありますが,先ほど

10)の住居が見つかったところとは反対のところ

を見た写真です。

12)こ の盛 り上がった所を掘 り下げたところ,遺物

が出土し,その下から著しく焼けた土が出土しまし

た。この焼土は面的に広がっていて,四角形の焼土

や炭化物の集中地点であることが確認されました。

13)こ の写真はその反対側から撮影したものです。

このような床面が著しく焼けた四角形の住居跡であ
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ることが分かりました。セクションベル トの上が元

の表土の面で,こ の厚さが50cmほ どあります。

14)こ の住居跡の焼土や炭化物を取 り除いたところ

です。壁際に柱穴が巡っているという状態がわかる

かと思います。

15)こ れは床面付近の状況で,全面に焼土や炭化物

が多かったのですが,写真中央に炉のようなものも

確認できました。

16)こ の住居の床面にもう一つ別の四角い住居のコ

ーナーと思われるものが見つかったので,そのプラ

ンを確認して掘 りさげたところ,新たに壁際に沿っ

て焼土と炭化物の塊が帯状に巡る住居が姿を現しま

した。

17)こ れは完全に掘 りあがった状態です。この住居

も2軒重複していて,やはり壁際に柱穴が巡ってい

ます。また,中央の木株の右下に見えるのがこの住

居の炉跡で,深 く掘 り込まれています。

18)資料の中にある大型住居です。長径が1lmあ り

ます。後期から晩期の集落を調査すると,こ ういっ

た大きな住居跡が何基かまとまって出土するという

ことがありますが,こ れはこのような例なのではな

いかと考えています。柱穴が多数あるのは,何度も

建て替えが行われているためです。

19)こ れは大型住居の調査中の写真です。遺物は床

面近くからだけ出土して,覆土の上の方からはほと

んど出土しません。また,出土する遺物のほとんど

が破片ばかりで,完全な形をした土器などはほとん

ど出土しませんでした。

20)大型住居の土層断面です。現地表面近くから 1

m以上にわたって均質なソフトロームのような黄褐

色の土が堆積しています。その下の,床面近くには,

炭化物と焼土が混 じった黒い土が10cmほ ど堆積 し

ています。住居が廃棄された時に何か燃やしたりし

た後に,黄褐色土を集中的に埋めたのではないかと

いうように考えております。

21)北 rlllの ところに張り出しがあって,そ こが入り

口施設です。その部分の土層断面で,黒色土と黄褐

色土が交互に堆積 しているのがわかるかと思いま

す。建て替えの度に入り口を造 り替えたことを示し

ているのだと思います。

22)これはベル トを取 り除いた状態の写真です。入

り回が,北側 (写真の上方向)と 西側,それからそ

の間の合計 3か所見つかっております。立て替えの

度に家の方向を少しずつ替えているためにこのよう

な状態になっているのだと思います。

23)こ れは今年の夏頃に撮影したもので,南側から

盛土遺構と大型住居の関係がわかる写真です。大型

住居のサイズがわかると思います。

24)大型住居の遺物出土状況で,こ れは異形台付土

器です。

25)ミ ニチュアの皿状の土器の出土状況です。直径

が約 5cm程度のものです。

26)床面から出土した耳飾 りの出土状況です。大型

住居からは,こ れらのような特殊な遺物が多く出土

する傾向があります。

27)こ れは,こ れまで説明してきた大型住居の北側

に位置する大きさ9m程の住居です。先ほどの住居

と比べると小さいのですが,普通の住居が 5mか ら

6mですから,かなり大きな住居です。プランは四

角で,入 り口施設が 1か所見つかっています。

28)こ の写真は,こ の住居の土層断面です。覆土の

上の部分が盛 り上がっているのがおわかりいただけ

ると思います。この住居も先ほどのものと同様に黄

褐色の土で一気に埋められており,埋めた土の上の

面が盛 り上がっています。壁の高さが約30cmで あ

るのに対し,中央あたりでは盛土は lmほ どになり

ます。この上の面には炭化物を含んだ暗褐色の土が

堆積 しており,縄文時代晩期の遺物がまとまって出

土していて,何らかの生活の痕跡であると思われま

す。このように,盛土の上で再び住居などが営まれ

て,それがまた埋められるという行動のくり返しに

よって盛土が高くなっていったという一面が見られ

ます。

29)先 ほどの住居のさらに北側ある晩期の住居跡で

す。写真中央やや右側に炉があります。写真ではわ

かりにくいのですが,こ の下に黄褐色土で埋められ

た大きさが10mを越える深い住居跡があります。

30)大型住居が並ぶ地点の北側に行きますと,盛土

の上や盛土を取 り除いた下にはこういったようにピ

ットが密集する様子が広がっております。おそらく

これは住居を含んだ建物の柱の穴であろうと考えて

います。

31)こ れは南側の斜面の堆積状況の空中写真です。

土層断面を観察するためのベルトを残して掘ってい

ます。約2.5mの厚さに縄文時代の土器を含む土が

堆積しています。

32)こ れは,土層断面の写真です。深さが2.5mか

ら3mほ どあります。下の方に見える黒色の土層は,

(1510) -44-
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スライ ド説明写真 5

本来の表土層だったと思われます。その上にハー ド

ロームのプロックを主体とした土が堆積 していて,

その層から上の土層には土器が多 く含まれていま

す。特にロームブロックを主体とした層からは完形

に近い土器がまとまって出土します。この土器の時

期は後期の前半で,盛土遺構の時期よりも古いもの

です。

33・ 34)南側の斜面からは,こ のように大きな土

器が出土します。これは回径が40cm以 上もありま

す。これらの土器は,ほぼ完形のまま上から投げ込

まれて,土圧で潰れたような感じで出土しています。

35)こ の写真の住居跡は,盛土遺構の時期とは違い

ますが,中期の後半の4,500年 前の時期の住居です。

丸い形の住居で,壁際から7点の石棒が並んで出土

しています。このような出土状況は,県内にあまり

ないのではないかというように考えています。一番

大きいものは,長 さが95cmで ,頭が両方に付いて

います。 1点が立って出土した他は,壁に沿うよう

に寝ていました。

36)こ の住居には,入 り回のあた りに埋甕があ りま

すが,こ の写真は,入 り回の方から,埋甕,石棒を

覗いたものです。

以上でスライ ドは終わります。スライ ドで調査の概

略を簡単に見ていただきました。その中で大型住居が

埋められていた土を見ていただきましたが,あのよう

に,住居を廃絶した直後にローム質の土で一気に埋め

て盛 り上げたことが,盛土が形成される一因になって

いるのではないかということがわかってきました。さ

らに盛 り上げた上に新しい住居が造られるということ

が何度かくり返されるということも確認されてきてい

ます。

三直貝塚における環状盛土遺構 と呼んでいるもの

は,集落の形成や営みと密接な関係があるものなので

はないかということを考えています。

以上で発表を終わらせていただきます。どうもあり

がとうございました。

(盛大な拍手)
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(3)縄文の大土木工事

堀越正行氏 (市立市川考古博物館長)

ただ今御紹介いただきました堀越と申します。よろ

しくお願いいたします。

今日は,「縄文の大土木工事」というテーマをいた

だきましてお話するわけですけれども,私は土木の専

門家では決してございませんで,なんで私がやらなく

てはいけないのかと思ったぐらいです。けれども,こ

の問題については,特に専門の人がいるわけでもあり

ませんし,私自身そういう遺跡の発掘をしたこともな

いわけですけれども,幾つか遺跡を見学したことがあ

るにすぎません。三直貝塚を見せていただいて,今ま

で発掘された遺跡 と比較 しながら,紹介させていただ

く程度ならばと,お引き受けした次第です。

土木工事 ということを辞書で引きますといろいろと

書いてあるんですが,資料に書いてあ りますように土

と木というのが材料でございますが,それに石が縄文

時代の場合には加わるということで,そ ういうものを

使って施設を造る工事が土木工事である,と いうのが

辞書的な定義です。

実際縄文時代に竪穴住居というものが普及するわけ

ですけれども,それ自体土を掘ったり木を切ったり,

柱を立てたり,屋根を造ったりということで,大小の

差はございますが土木工事であるわけです。それを逐

一あげていくときりがございませんので,主なものに

しぼらせていただきます。まずは建物系のお話からさ

せていただきたいと思います。

建物で一番大きいもの,ギネスブック的なものにな

ってしまいますけれども,こ れまでに発見された竪穴

住居で一番大きいものはどこかを調べましたところ,

図①の山形県米沢市一ノ坂遺跡のようです。前期初頭

ということですから今から6,000年 くらい前です。長

さ43.5m,短辺が 3m40cmか ら4m10cmの ちょっと歪

んでいますけれども草軽をさらに延ばしたような,あ

るいはうなぎパイのような格好の家が出ております。

炉が 6基 ということですから,昔流にいえば六軒長屋

ということになろうかと思います。その土の量は約

40m3と ぃぅふぅに概算ですけれども計算されました。

例えば関東地方の竪穴住居,直径 5m,深 さ50cmと

いうものをこれからの一つの目安と考えてみたいと思

いますけれども,それを計算すると,土量が約10m3

ということになります。しっかりした竪穴住居になり

ますが,一 ノ坂例はそれの約 4軒分の土量を掘って一

軒を造っているということになります。

図②は,北海道南茅部町大船C遺跡という遺跡。こ

ちらの方は,深さが 2mを超える大型竪穴住居が十数

軒出ているということでございます。こちらについて

は未だ報告書は出ていないと思います。その中で,図

の真ん中よりちょっと右上のところに,矢印と星印が

ついておりますが,それが一番大きい住居のようで,

深さ約2.4m,長辺約 9mの楕円形の竪穴住居というこ

とです。これもざっと計算いたしますと約110m3と ぃ

うことで,さ きほどの約10m3が 1軒分という計算で

いきますと11軒分の土量を掘 りあげて竪穴住居を造っ

ています。中期の後半といいますから,こ ちらでいい

ます加曽利E式 という時期になりますけれども,そ う

いう住居が密集しているのが大船C遺跡です。北海道

の南茅部町といいますと,函館よりも東北の方向の噴

火湾沿岸という位置になります。そういう大型の,特

に深さが,私などが手を上に挙げても届かないような

深さを持っている住居が発見されております。

いままでが建物系ですが,つ ぎに巨木系の土木工事

の例として図③の石川県金沢市チカモリ遺跡という例

がございます。図にありますように直径 7mの 円形に

10本の巨木を立てるというものです。その巨木といい

ますのは直径70か ら90cmの 太さの栗の木を半裁しま

して,切 った面を外領1に して円弧の部分を内ullに 向け

て立てるという,こ の場合は南側に門扉も備えるとい

うものでございます。時期は縄文時代晩期です。これ

については屋根があるか,壁があるかなどいろいろ意

見も出されていますが,現状では柱を立てただけの外

が丸見えの環状の木柱列として復元されております。

これについては高さがどの程度あったかについては特

に科学的な推定がされていません。環状木柱列で囲ま

れた場所が果たして人が踏み込んで儀式をやる所なの

か,あるいは禁足地であったのかわかりませんが,聖

域がこういったものによって仕切られているという例
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になります。

その次に図④の青森県の三内丸山遺跡。これについ

てはもう既に,現地を見学されている方がこの中にた

くさんいらっしゃると思います。この図は大林組のプ

ロジェクトチームが出しました案で,屋根付きの案で

ございまして,現状ではこの屋根がない柱と床がある

復元案で造られてお ります。この図は1/200の図にな

っておりますので,脇に人が立っておりますが,身長

150cmの 人がそこに立っているということで二百倍す

ると実物大になりますので,後で家に帰ってから二百

倍にしていただければと思います。長辺8.4m,短辺

4.2mの 間に六本の柱が長方形に並んでいるというも

のでございます。実際には上は発見されるわけではな

いわけですけれども,下の部分は,地面より下の部分

が出ております。直径 2m20か ら2mぐ らいの穴,深

さもだいたい同様 2m以上の深さをもって,直径 lm
～80cmの 栗の太い巨木がそこに据えられていたとい

うものでございます。柱の下の部分をはずして荷重を

計測したところ,lm2当 たり16ト ンという重さがかか

っているということが分析によってわかったというこ

とです。そうしますと,栗の本の比重でいきますと

16mの 長さになるということから,地中に 2m入れて

あるわけですから,地上部分は14mの 柱が立っている

ということになります。

その柱自体は 1本当たり4ト ンという計算がされて

いるようですが,こ れも大林組のチームの計算ですと,

一人当たり30kgを 引っ張る力とすると,100人 程度が

1本の柱を引っ張って立てるには必要だったというふ

うに計算されております。ついでに,柱 を立てた穴の

土量を計算しますと,一本に付 き約 8m3で ,こ れが

6本ございますので48m3と ぃぅことで,先程の標準

的なといいますか計算上の数字の約 5軒分の竪穴住居

を造る土量をこの掘立柱の建物を建てる時に掘 りあげ

ているということでございます。

写真の 1(67頁)は諏訪大社の上社の御柱です。三

内丸山のものに比べると,ずうっと細いんですけれど

も,現在も4本,こ れが立てられていて,巨木系の信

仰の現在に伝わっている姿と考えてよろしいかと思い

ます。県内でも,それらしきものがないことはないと

思いますけれども,三直貝塚ではこういう高い大きい

柱を立てたという例は出ていないようです。こういう

ものも縄文遺跡にあってもおかしくないと思います。

以上が巨木系例としたものでございます。

それから図⑤の北海道苫小牧市静川16遺跡。今度は

溝系になります。お城ではないんですけれども溝を掘

るということが縄文時代にあるということがわかった

のはつい最近のことであります。静川16遺跡は環濠と

かいろいろな名称がありますが,私は区画溝の方がよ

ろしいのではないかというふうに思っております。そ

こにあります65m× 45mの瓢箪形のものをぐるっと弥

生時代の環濠集落の溝のように巡らしているというこ

とでございます。時期は中期末から後期初頭といいま

すから約4,000年前ということになります。 3か所掘

り残しがあるという点でも環濠に似ているわけですけ

れども,こ の中から竪穴建物が 2軒,右側のほうが古

く,左側の方が新しいというふうにいわれております

が, しかし炉はなくて柱穴も不明確で,遺物もほとん

どなく,生活臭の非常に乏しい建物であるというふう

にいわれております。調査者の見解によりますと,祭

りや儀式などというような共通の祭祀の場ではないか

というのがこの区画溝の中の空間の評価とされており

ます。これも概算で計算をしましたところ,掘削の土

量が244m3と ぃぅことで,竪穴住居を考えますと24～

25軒分の土量をこれによって排出しているということ

でございます。

その次に図⑥の北海道千歳市の丸子山遺跡という,

区画溝の遺跡でございます。三角おむすび形をしてお

ります。左側の静川16号遺跡と同じスケールになって

おりますので,大きいほどがおわかりになるかと思い

ます。こちらについては溝が途切れる部分がたくさん

ありまして,土量計算が概算では極めて困難だという

ことでやめました。しかし,静川16号遺跡の24～25軒

分以上の土が排出されています。この内部には遺物は

あるんでしょうが遺構はないといわれております。で

すからよくわからない施設であるということになるわ

けです。こんな実用的ではないものに大量の労働力を

使っているということが一つあるという例として御紹

介いたしました。

次,検討項目がダブっていますが,図⑦は秋田県鷹

巣町伊勢堂岱遺跡。大館能代空港のある鷹巣町になり

ます。これも右側の端に環濠と書いてありますように,

調査では環濠と呼んでいるようですけれども,私は区

画溝に改めております。方形の区画溝が巡っています

が,かなり途切れている部分がございます。これにつ

いては,こ の夏に見に行ったんですけれども,既に調

査が終了していて,遺ってはいますが,立ち入ってす

ぐに見られる状況にはないということで遠目で見ただ

けでした。特に縄文時代であるということを直接証拠
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①山形県米沢市一ノ坂遺跡 一 大型竪穴住居跡 (長 さ日本一)

規模 長辺約 43.5m 短辺約 4.1～ 3.4m 深さ21～ 28oll 床面の差25oll 炉 6基

時期 前期初頭

″___¬ _横面図

1 遺構全体図

②北海道南茅部町大船 C遺跡

一 大型竪穴住居跡

(深 さ日本一)

規模 深さ約 2.4m

長辺約 9mの楕円形

時期
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③石川県金沢市チカモリ遺跡 一 環状木柱

規模 直径約 7mの円形に木柱を 10本立てる。

時期 晩期

内容 直径約 70～ 9 0cmの栗材の半裁面を外

に向けて立てている。門扉も備える。
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づけるものは何も出なかったようで,諸状況から消去

法で縄文時代の可能性が大であるということでござい

ます。ですからこれについては ?と いうふうにいって

いいかと思います。そういう溝の例が北海道から東北

北部にあるんだなあということで,こ れがどの程度南

下するかということについては未知数です。

その次に図③,同 じ遺跡ですが,伊勢堂岱遺跡。環

状列石で有名になったんですけれども,その地図の左

側の方に環状列石Aと 書いてある矢印の打ってあるの

がそれです。長径30m,短径25mと いうことで,やや

小ぶりの環状列石になります。先ずお墓を掘って埋葬

をしてそれらがある程度終わった後に,配石をしてい

るというお話を聞いております。Aが完掘され,Bが
一部出ている。Cが Aの南側になります。この夏には

ここを掘っていました。内帯,外帯に分かれていて,

いろいろな色の石が見られます (写真の 2)(67頁 )。
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④青森県青森市三内丸山遺跡

一 大型掘立柱建物

規模 長辺 8.4m・ 短辺 4。 2m
の 6本柱 (心々寸法=柱
と柱の間隔はすべて 4.2

m)直 径 2.2～ 2m・

深さ約 2.8～ 2mの穴に

直径 1～ 0.8m前後の栗

の巨木を立てる。

時期 中期前半

内容 柱下土壌の荷重分析=
16t/ぽ →木柱の長さ

16m=高 さ14mの建物。

0 1 2 3 . 5,2

大林組プロジェクトチーム案

t板葺き切妻屋根高層建物)

⑤北海道苫小牧市静川16遺跡 ― 区画溝

規模 長径約 65m 短径約 45m 全長 138.5mのひょうたん形 上幅 2m前後

底幅30～ 50cm 深さ 2～ lm 橋状掘り残 し3か所

時期 中期末～後期初頭

内容 台地の付け根側は回し、台地縁は下側を掘り、先端は掘らない。共同祭祀場というが遺物

無し。内側に竪穴建物 2軒あるが、炉は無 く柱穴も不明瞭。

⑥北海道千歳市丸子山遺跡 ――区画溝

規模 長径約 70m 短径約 60m 全長約 170mの 三角おむすび形

上幅 2.5～ 1.5m 深さ 1.8～ lm 橋状掘り残 し10か所以上

時期 中期後半

内容 台地の付け根側と台地左右縁は連続性良 く掘るが、先端は疎ら。内部に遺構無 し。
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⑦秋田県鷹巣町伊勢堂岱遺跡 一 区画溝

規模 径 40m前後の方形区画

時期 縄文時代?(溝・区画内に遺物の出土はなく、諸状況から消去法で推定)

内容 台地付け根を掘り、側縁は掘らず、先端は下側をかすがい状に掘る。

0                     100m

⑨青森県青森市小牧野遺跡

規模 外帯径約 35.5m
中央帯径約 2.5×

後期前葉

√ ギ`

一 環状列石   内容

内帯径約 20.Om
l.5m

③秋田県鷹巣町伊勢堂岱遺跡 一 環状列石

規模 A:長 径約 30m 短径約 25m
時期 後期前葉

内容 埋葬地の高い方の斜面を削って整

地し、運んだ石を配置している。

石の数約 1500個 、採石想定地

との距離約 7血 最低 4基の環状

列石がある。
環濠⇒区画溝

西側の斜面を削り、東側に盛土 して整地 し、

運んだ石を配置。石の数約 2000個 、採石

想定地との比高差約 60m・ 距離約 500m

ヽ
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鳳

嘲
ｏ ‘

。渉
西

環状列石構築工程

西=山側
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さらにその南側に,Dと いうのが林の中にありますが,

秋田杉の林になっていて,なにかシンとした不気味な

場所であったんですけれども,環状列石が更に南側に

続いています。この環状列石ですけれども,や はり,

造るに当たっては,削平 。平坦化, という工事をして

お り,さ らに使っている石が 7kmぐ らい離れたとこ

ろでないと採れないということが,現在の状況からい

われています。縄文時代の河原の位置がはっきりと確

かめられているわけではございませんので,現在の採

れる場所からの距離ということでございます。 7km
の道程を山の上の方までもってくるということで造ら

れているということを御理解いただければと思いま

す。

その次に図①の青森市小牧野遺跡 (写真の 3)(67

頁)。 これは青森空港の比較的そばの,八甲田山の方

に入った所になります。左側の方が平面図で右側の方

に断面図がございます。その断面図を見ていただくと,

先ず傾斜地,実際にはなだらかな斜面になるんですが

傾斜地の山側の方の土を削 りまして,谷側の方に盛土

をするということで平らな面を造るという,そ ういう

雛段の部分ができた後に段の側面に配石をしていると

いう環状列石となっております。ですから山側の方か

ら見ますと石がよく見えないわけですけれども,谷側

の方から見ますと手前の下の段と遠い部分の上の段の

二列の配石が, ぐるっと見渡せるということで,こ の

左の図では列石正面一望というふうに矢印で書いてあ

りますけれども,正面を意識した環状列石がここでは

造られています。右側の方に段々下がってきて左側の

方にいくと段々と,山の方の高い方に行きます。正面

一望という字の位置は荒川という川が流れている谷の

斜面に落ち始める所ですから,配石を見上げるように

なるわけです。そのように大規模に整地して,こ れも

比高差60m,距離で500mの 位置から石を運んで土木

工事を行っているという例であります。もう少し東側

の所を今年度青森市の方で発掘して,小さな列石が見

つかったり,あ るいは竪穴住居のようなものが出てい

るといっことです。

それから図⑩秋田県鹿角市大湯遺跡。大湯の環状列

石として有名な遺跡でございます。図は現在のもっと

周囲がはっきりした図ではなくて,一昔前の古い図を

使わせていただきました。今の図を使いますとそれだ

けでページいっぱいになってしまいます。メインは石

の方ですので,発掘がかなり進む前の図で十分だから

です。左側が西側になりまして,万座の環状列石,右

側が東側で野中堂の環状列石でございます。万座の方

が大きくて直径48× 42mと ,後期前葉ですから4,000

年より気持ち新しいという時期になります。石の数約

5,000個が万座に使われているといわれています。ま

た,採石想定地から約 7km離れているということで

す。伊勢堂岱も小牧野もそうですが,環状列石の近く

にはその当時の集落はないということが共通しており

ます。ですから違うところにある集落から採石地にい

ってそれを 7km離れたこの場所に持って行って段々

配石を完成させるという作業を行っているということ

になります。実際の石の数は約5,0004固 ということで

すけれども,昔はもっとあったというお話をお聞きい

たしました。

ですから,かなりここにあります量よりも多い石が

昔はあったと理解していただきたいと思います。大湯

の場合は緑の石を選んで持ってきていて,伊勢堂岱の

方はカラフルないろいろな石があるのとは違っていま

すが,大湯の方は99パ ーセントは石英閃緑助岩という,

グリーンス トーンが使われています。今は色あせて黒

くて徴が生えている感じですけれども;一部洗浄した

のを見せていただきますと,非常に綺麗な緑色で,昔

は緑の石がぐるっとまわっていたことを想像していた

だきたいと思います。なお,環状列石の外側には四本

柱の建物がぐるっと巡るということで,復元されてい

ますが,どうも住居ではないらしい,も が り屋なんで

しょうか,そのようなものが巡っています。先程の伊

勢堂岱遺跡の場合も同様だということです (写真の4)

(67『等)。

それから図⑪北海道小樽市忍路遺跡。これも環状列

石になります。列石といっても高さ lm程度の石を,

むしろ横に寝かせるのではなくて,立たせているとい

う,いわば環状立石といった方がいいのかもしれませ

ん。石が内側に少しあって外側にぐるっと回るという,

大湯とはだいぶ雰囲気が違う例になります。これは後

期の後半ということでございます。山側の斜面を削っ

て谷側を盛って平らな面を造 り,採石推定地の忍路湾

という海がございますけれども,日 本海側になります

が,そ こから7km石 を運んでいます。すぐそばに忍

路土場という,いろいろな木製品がたくさん出た遺跡

がございます。また,忍路遺跡の西へ500m行 った所

に地鎮山という標高100mの 山があります。この山の

上に地鎮山巨石記念物と呼ばれる摩訂不思議な遺跡が

あります。巨石というべき高さlmほ どある大きな石

が12個巡っております。直径10mの 範囲に巡らしてお
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⑩秋田県鹿角市大湯遺跡

一 環状列石 (万座・野中堂)

規模 万座直径約 48m 野中堂直径約 42m

時期 後期前葉

内容 埋葬後に運んだ石を配置した墓地造成。

万座の石の数約 5000個 、採石想定地

との距離約 7血

＼ 、万
座
環
状
列
石

野
中
堂
環
状
列
石

⑪北海道小ller市忍路遺跡 一 環状列石

規模 長径約 33m 短径約 22m
時期 後期

内容 山側の斜面を削り、谷側に整

地し、運んだ石を配置してい

る。採石推定地の忍路湾との

距離約 7m。

⑫北海道千歳市美々貝塚北遺跡

一 二列並行帯状盛土と地点盛土

規模 西盛土 :長さ55m 幅約 10m
厚さ約 0.6m

東盛土 :長さ75m 幅約 12m
厚さ約 lm

時期 前期前半

内容 丘陵中央を削平 し盛土。石器・焼

骨多数。住居・墓は別。貝塚は盛

土と同じ位置。

綱難
殊
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り,こ の下に 2m四方の深さ90cmの 方形の穴が掘 ら

れておりまして,そ こに河原石が敷いてあります。掘

った時はこのような石が上にかぶさっていたといわれ

ております。遺物はこのときは出土していませんが他

の遺跡の例から,縄文時代後期の遺構ではないかとい

うことです。ここは一人でいったんですけれどもシー

ンとした不気味な場所でした。多分私は,こ こでたく

さんの人を埋葬して,骨にしていたんだろうと思いま

すけれどもはっきりとわかっておりません。

以上列石系の代表的な遺跡を御紹介いたしました。

配石がどのぐらいの人数でどのぐらいの日数がかかる

かについては,今回は省略させていただきました。

次に盛土系の遺跡について紹介いたします。

図⑫の千歳市美々貝塚北遺跡という例でございま

す。

こちらの方も正式な報告書がないもので,概要がち

よっと紹介されている程度であります。前期の前半と

いいますからかなり古い時期になります。尾根状の台

地の上の部分を平にして,その平らにした土を東西と

一部北側にも2か所点々とあるようですが,盛土して

斜面との境にして,その中に集落を造るという例でご

ざいます。こちらの場合は,三直貝塚の場合は北斜面

にあるということでございましたけれども,盛上の中

にといいますか,盛土と一体化 して貝が捨てられて,

貝塚を形成しているという例でございます。焼いた骨

などがたくさん出ております。住居とか墓とかは盛土

より内領1に なるということでございます。ですから住

居を盛土の上に設けるということのない例ということ

になります。あくまでも集落を設営するときの削平土

を寄せたという盛土の遺構になるのではないかと思い

ます。

その次に図⑬秋田県森吉町狐岱遺跡。これもまだ報

告がありません。集落内にL字状の盛土をしておりま

す。ちよっとわかりにくいのですが,左側の下の所に

右から左に下がる斜線が引いてある蛇のようなものが

寝そべっておりますが,それが 2か所に別れた盛土遺

構になっております。こちらは前期の終わりというこ

とですから5,000年 よりちょっと古い頃という時期に

なります。その盛土は,全長約390m,幅 10か ら20轟 ,

高さ80cmか ら1.5mと いわれております。こちらの場

合は トレンチ調査ということですけれども盛土の部分

から竪穴住居が多数見つかっているということであり

ますので,三直貝塚の一番近い例ということになろう

かと思います。遺跡は階段状になっているということ

で,段 と段の間の部分の斜面にいろいろな遺物の捨て

場が形成されています。

その次図⑭,御承知の青森市三内丸山遺跡。現在も

発掘調査が続いております。北の盛土,南の盛土がこ

れまで知られていたわけですけれども,縄文時代のい

ずれも中期ですが,その西側に谷の中から西の盛土が

見つかっています。こちらの場合は整地,それから竪

穴住居などを造るときの排土,そ ういったものを同じ

場所に盛ってできているというふうに考えられており

ます。中期にめいっぱいということで1,000年 近 く断

続的に盛っているということになろうかと思います。

この盛土については円筒式の土器が大量に出たり,特

に装身具や土偶がたくさん見つかっているわけですけ

れども,住居は見つかっていないということで,排土

の山がそこにあったと考えられるわけですけれども,

ただの排土ではないということでございます。遺跡に

立ちますと,黒い部分が盛土,赤い部分は削られて地

山が出ている状態がわかりますが,縄文時代もおそら

くこのような景色だったと思います。

その次に図⑮岩手県一戸町の御所野遺跡。これは現

在発掘調査が終わりまして環境整備事業が行われてお

ります。この夏に行ってきましたが,環境整備を行う

ということは,50cmか らl m50と いう厚さで,遺跡

全体を盛土しますので,発掘している部分とはしっく

り行かない感じがします。図の中央で十の字が斜めに

なっている模様の部分に配石遺構群と書いてあります

が,丁度集落の中心部分にお墓を造っているわけです。

そこの場所を削平して,少 し窪めて平らにするわけで

すけれども,その余った土を南側の部分に弧状に盛土

をするという例でございます。この盛土からいろいろ

な遺物もたくさん出ています。お墓と盛土を囲んで住

居の帯がぐっるとC字状に回り, さらに東側西側にも

集落があるという,そ ういう例であります6実際には

70cmぐ らいが一番厚いということで,低い盛土にな

っております。この例は,中期後葉ですから,三直貝

塚で石棒が竪穴住居から見つかったという例がありま

すが,それより気持ち古い時期になろうかと思います。

その次に図⑩の北海道函館市石倉貝塚。これは函館

空港の滑走路の延長工事が現在進められておると思い

ますが,その工事に先駆けて発掘調査した所でござい

ます。右と左と図が別れておりますが同じものなんで

すが,全体の概念図が左になります。 ドーナッツ状で

何か所か切れている部分,黒い部分が盛土の遺構,そ

れから自く内側に内帯部という部分がありまして,さ
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⑬秋田県森吉町狐岱遺跡 一 L字状盛土

規模 全長約 390m 幅約 10～ 20m
厚さ約 0.8～ 1.5m

時期 前期末

内容 盛土の トレンチ調査で多数の竪穴住居

跡、土坑、埋設土器、遺物を発見。上

位段丘面の西側～南側に盛土。下段丘

面との比高差 4～ 6mの境は捨て場。

⑭青森県青森市三内丸山

遺跡 一 弧状盛土 (北

盛土 。南盛± 0西盛土 )

規模 南盛土 :

南北約 80m
東西約 50m
厚さ約 2.8m

時期 中期初頭～中期末

内容 整地と掘削の排土

・灰・焼土・土器

・石器などで南北

平坦地と西の谷に

盛土。水平に堆積

しており、常に整

地していた。土偶

・翡翠多し。盛土

に住居無し。

⑮岩手県一戸町御所野

遺跡 一一弧状盛土

規模 南北約 30m
東西約 90m
最厚約 0。 7m

時期 中期後葉

内容 配石遺構の造成に

伴う掘削土の盛土。

石囲炉と焼土は有

り。配石脇きの送

り場。水平に堆積

しており、常に整

地していた。各種

遺物が最も多く出

るのが盛土。

第Ⅳ期 (縄文時代中期中葉 )

業
ヾ
ご

棄て場

設土器
④

―- 57 -― (1523)



らに広場があります。いずれも広場が一番低 くて内帯

部がその次に高くて,盛土遺構が一番高いということ

になります。また,外側が少し低 くなるという構造を

しております。深さが少しずつちがうようになってお

ります。これは内帯部を中心にお墓をたくさん造って

おります。右側の図にお墓がたくさん書いてあります。

貝塚も石倉貝塚というように,三直貝塚と同様に貝塚

の名前が付いておりますが,貝塚についてはこの盛土

と絡んでおります。例えば右側の図の右下の部分です

が,盛土遺構東側に相当しますが,U字状のものが書

いてあります。それなんかが貝塚の貝層の分布状態を

示しております。その上のも貝塚の貝,こ ちらは盛土

遺構には住居は造られていないんですけれども貝殻を

捨てるとかいろいろな遺物,骨・炭化物・焼土といた

ようなものが盛土遺構の中から見つかっております。

遺跡全体としては階段状のコロシアム風墓地という景

観が,こ の石倉貝塚の環状盛土遺構になります。です

から盛土遺構は結界で,こ こから内側はお墓という境

界になっているように思います。

図⑫栃木県小山市寺野東遺跡。これも有名な遺跡で,

非常に雰囲気はこちらの三直貝塚の盛土と似ておりま

す。元々環状であったものが,半分削られてしまった

といわれております。ちょっと等高線が込み入った図

になっておりますのでわかりにくいんですけれども,

アルファベットのCの字のような半円形で,い くつか

の切れ目がやはりこちらにもありますが,全体に環状

になると考えられております。こちらは最大比高差約

4.4mと いうことでかなり高いです。今まで高いとい

うふうに思えるのは,紹介した中では狐岱が1.5mあ

るということで,当時の身長が150か ら160cmが平均

といわれていますので,当時の人の身長と同等という

ことになりますと,かなり高いという例になります。

狐岱と三内丸山は身長を超えるか下緒になるかぐらい

になりますけれども,他は低い盛土です。この寺野東

遺跡の場合は高い例になります。盛土にも高盛土と低

盛土の 2種類がどうもあるようです。これが一番高い

例になるのかもしれません。完全に掘 りつくしたわけ

ではありませんで, トレンチ調査で終了しているわけ

ですけれども,確かにこの盛土の中には住居風のもの

がないことはないんですけれども,あるいは焼土があ

って炉ではないかといわれているものもないことはな

いんですが,寺野束の場合は,三直貝塚のように明確

な竪穴住居が重なって出てくるというようなことはな

かったようです。ですから住むために盛土をしたとか,

日常生活にかかわる場所として盛土したのではないと

思います。ある計算によりますと,真ん中の部分には

ダンプカーで1,500台 分の土量がそこにあったという

ことです。中心部分を後期前半から晩期前半という長

い年月,14Cの年代でいきますと約1,000年 間という

ことですが,その間少しずつ削って盛土を高くしてい

るという,長期的な盛土の例になります (写真の 5)

(67頁 )。

次に図⑬北海道恵庭市ユカンボシE3遺跡という例

です。これもまだ地点を替えた発掘が行われているよ

うですが,A地点が報告されております。ちょっとわ

かりにくいですが瓢箪形をした盛土遺構が少し黒塗り

で示 してあ ります。右側に集落があ ります。高さ

35cmの低い盛土の遺構で,規模は30× 14mです。後

期の中頃といいますから,三直貝塚の盛土を行った時

期と同じ時期になります。約80か ら100m3の 土量にな

るという計算がされております。住居でいいますと8

軒から10軒分ということで,こ れについては調査され

た方は,丁度その場所で見つかった竪穴住居の数と一

致することを見出し,竪穴住居を掘ることによって出

た土をそこに盛ったものと考えています。まさに土置

き場と理解できる例です。

その次図⑩埼玉県川口市の石神貝塚 (写真の 6)

(67頁 )。 縄文時代後期,晩期,特に晩期の有名な貝塚

ですけれども,後期中葉ですからこちらと同じぐらい

の時期に,実は盛土もあるんだということがわかった

例です。今までは貝塚部分の調査が行われていて,い

ろいろなものが出ていたのですけれども,盛土の部分

があることがわかったのが,矢印の部分です。道路を

広げて歩道を造るという工事をする際に,少 し真ん中

が窪んだ,周 りが高くなった貝塚ですけれども,その

高いところに引っ掛かるところを掘ったわけです。そ

の断面図が図の真ん中の所に連なっており,ち ょっと

わかりにくいんですけれども,黒い部分が盛土された

部分で,約27mの長さがこの確認面ではあったという

ことでございます。一番厚いところで70cmと いわれ

ております。これについては環状に巡るのではないか

との意見もあるというお話を聞いたことがあります。

この盛土部分では住居とか墓とかは見つかっておりま

せんけれども,いろいろな遺物が見つかっているとい

うことでございます。場所は東北自動車道と外環が接

続する川ロインターのすぐ東南部の位置になります。

その次に図⑩佐倉市の井野長割遺跡。これは塚状の

盛土になります。直径が約30mの円形,高 さ2.5m,盛
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⑩北海道函館市石倉貝塚 一 環状盛土

規模 外径約 82m 幅約 15m 最大比高差約 2.5m 3プ ロック

時期 後期初頭

内容 盛土中に多量の遺物・骨・貝殻 (貝塚)0炭化物 。焼土。現高は元々の半分位。環状盛土

の内側に土墳。中心部は一段低 く、境界部に配石。外側周辺にも土墳。

⑬栃木県小山市寺野東遺跡

一 環状盛土

規模 外径約 165m

時期

幅約 15～ 30m
盛土 と内部 との最

大比高差約 4.4m
4プロック

後期前半～晩期前

半

内側を皿状に最大

2.5m削 る意識的

な盛土。盛土上の

建物は僅かにある

程度。環状盛土の

東半部は削られて

いる。中心部に石

敷台状遺構を残す

内容

鹿沼軽石層

匿Z」Lを■」色』脚ポ脳泣Lttk」二＼―理型壁⊥聾型上』m※距離
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土の部分約1.3mと いうことで,全体では以前は 4か

所 ぐらいあったんではないかといわれてお ります。

2.5mですからかなり高いといえますが,ほ とんど古

墳のようなもので,裾に加曽利のB2と いう時期の土

器塚があるということですから,それよりも気持ち新

しい時期の塚状の盛土だという例になります。

図④が四街道市千代田遺跡。これもやはり塚状の盛

土で,20m以上の直径をもつもの 2か所,高 さ2mで ,

報告では 1号墳, 2号墳ということで古墳のような書

き方をしております。私もこれをその昔,発掘してい

る時見にいったのですが,確かに古墳か塚があるんだ

なあと思っていたんですが,報告書の時点ではなく,

つい最近ですけれども,どうも縄文時代の盛土らしい

と再評価されました。先程の三直に異形台付土器が出

た竪穴住居がありましたけれども,3,000年 から気持

ち古いぐらい前の後期の終わりぐらいから造られた盛

土遺構のようです。これについては報告書で詳しい記

述がありませんので,おそらく遺物はほとんどなくて

上のみが高 く積 まれていたのではないかと思われま

す。土を広げるのではなくて塚状に盛った例になろう

かと思います。

その次が図②の北海道千歳市のキウス4遺跡の例で

す。これも先程の美々貝塚北遺跡と同じように2列平

行の盛土で,北と南に分かれているという例になりま

す。この内側に集落が展開していて,集落全体を整地

する時に出た土を北や南に盛っています。私 も見まし

たが,一番厚いところで lmあ るということでしたが,

ちょっと気を付けないと見落としてしまう程度のもの

だったと記憶しております。ここからは石器とか異形

の土器だとか遺物が大量に出ております。その東側に

さらに小さい列状の盛土の遺構があります。さらにこ

の丸い ドーナッツ状のものは周堤墓という北海道独特

のお墓で,それの小さいものが見つかっております。

この後出てきますけれども,キ ウス周堤墓群というの

が図の右上約300mの 位置にございます。全体には低

平な少しずつ起伏する程度の場所に集落があるという

例でございます。

それから図④群馬県安中市天神原遺跡。これは環状

になるかわかりませんが,盛土の遺構が出ております。

調査の範囲はその部分だけですから,よ くわかりませ

んが,その内側に墓地があって,墓地を掘削する土を

斜面のはじまるところ,台地の縁に残土として巡らし

ています。調査者は周堤帯という名前で呼んでおりま

す。竪穴住居とか墓はその場所にはないという例にな

ります。これは後期の終わりから晩期のはじめという

ことです。

その次に図②番,北海道深川市音江遺跡。この遺跡

は音江の環状列石として古くから有名で,直径 4か ら

5mの小さな環状の配石が13基,点 々と列んでいます。

その一部を40m強の方形の盛土が囲んでいます。その

右側にわかりにくいですが,断面図があります。よく

見ていただくと2か所高まり部分が表現されておりま

す。おそらく真ん中の部分を削ってその周囲に土手状

に盛土しているのでしょう。

その次に図⑮千歳市のキウスの周堤墓群です。北海

道は周堤墓群が後期後半にたくさん造られるわけです

けれども, 日本一大きいのが 2号周堤墓で矢印で示し

たものです。これについては発掘はほとんどされてお

りませんので詳しい内容は,部分的なものしかわかり

ませんが,土手の円周が150mに なり,高 さは5.5mあ

ります。やはり内側の部分を削って周 りに高く盛土を

施すといういうもので,十数基ここに密集しています。

2号の土の量は約3,000m3と ぃぅ計算がされてお りま

す。先程の標準的な竪穴住居の300軒分という膨大な

量が盛土されております。ただ,真ん中だけでこのよ

うな土の量が足 りるのかどうか,近いところも削って

いるのだと思いますけれども,それにしても膨大な量

が盛土されております。これは完全にお墓として使う

もので,真ん中の部分と場合によつては周 りの土手の

高い部分にもお墓をつ くるというものでございます。

ここもさびしいところで,墓地とはこういうところか

と思うようなところです (写真の 7)(67頁 )。

それから図④三内丸山遺跡の急斜面盛土と書いてあ

りますけれども,先程の北の盛土のさらに北側に沖館

川という川が流れております。運転免許センター側に

谷があるわけです。その谷の部分にまずは図の太線よ

りも下の部分が前期の層になるんですが,土器がたく

さん入っている。この層については土器とか排土の処

分場として少しずつ捨てられていたと考えられており

ます。太線より上の部分については積極的に短期的に

平坦地を造成しようという意図で盛土されたのだとい

う評価がされており,竪穴住居がその上に造られてい

るとのことです。三内丸山遺跡は広い土地があるにも

かかわらず,斜面を盛土してまでその上に住居を造っ

ていたことになります。

それから図②宮古市崎山貝塚。海は見えませんでし

たが,こ の図はドーナッツ状になっておりますが,右

側の方が海で,左側の方が山側になるわけですけれど
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④千葉県佐倉市井野長割遺跡 ― 塚状盛土

規模 直径約 30mの 円形 高さ約 2.5m
厚約 1.3m (全部で 4基以上 ?)

時期 後期中葉～晩期前半

内容 盛土からは土器・石器・土偶・耳

飾 りなどが発見されている。裾に

加曽利B2期の土器塚がある。

⑬北海道恵庭市ユカンボシ

E3遺跡 ― 不定型盛土

※C地点にも有 り

規模 A地点 :

南北径約 30m
東西径約 14m
高さ約 3 5cm

時期 後期中葉

内容 竪穴住居の排土の

捨場。土器・石器

の廃棄場 としても

使用。竪穴排土と

盛土の土量約 80
～ 100ポ (上屋

真一氏計算 )

④千葉県四街道市千代田遺跡 ― 塚状盛土

規模 直径約 26～ 20mと約 24～ 17m
の楕円形の 2か所 高さ約 2m

時期 後期末～

内容 盛土からは土器が発見されている。

報告書は第 1号墳 。第 2号墳とする。
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⑩埼玉県川日市石神貝塚 一 帯状盛土

規模 報告分 :最大厚約 0.7m 最大比高差約 1.7m
時期 後期中葉

内容 報告分の盛土は帯状で、盛土に住居・墓は無い

が、土器・石器 0獣骨・炭化物・焼土遺構が発

見されている。環状に巡るという意見もある。
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②北海道千歳市キウス 4遺跡 一 二列並行弧状盛土 (他に小さな二列並行帯状盛土有り)

規模 最大 :全長約 190m 最大幅約 40m 最大厚約 lm
時期 後期後葉

内容 住居域の整地土を南北に盛る。大量の遺物が盛土から出土。北盛土の平均層厚は約 3 0cm
→土量約 225ポ (佐川俊一氏計算)東 側に周堤墓が 19基あり、その先約 300mに
キウス周堤墓群がある。

④群馬県安中市天神原遺跡 一 環状 ?盛土

規模 報告分 :長さ約 40m 幅約 10m
厚さ約 0。 7～ 0.5m 

レ
時期 後期後葉～晩期初頭

内容 墓地掘削の残土という。盛土には竪穴

住居跡・墓は無しか。周堤帯と呼称。

9     2pm

く
②北海道深川市音江遺跡 一 方形盛土

規模 長径約 46m 短径約 42m 幅 1.5

～ 4m 角 3か所の土手が切れている。

時期 後期

内容 中央を平坦造成。削土を方形に盛土。

下に土墳をもつ直径 4～ 5mの環状配石

13基がほぼ 1列 80mに渡り分布。環

状配石は方形盛土内 3基、外に 10基。
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④北海道千歳市キウス周堤墓群

-2号 周堤墓 (大きさ日本一)

規模 外径約 75m 内径約 34m
土手高約 5.5m

時期 後期後葉

内容 中央を円形平らに掘り窪め、

周囲を円形堤状に土盛りした

墓地造成。土量約 3000ポ
(大谷敏三氏計算)

■ナ梶
降奪輸もメリ刊 4

④青森県青森市三内丸山遺跡 一 急斜面盛土

規模 厚さ3～ 4m 広さ20～ 30m
時期 中期

内容 沖館川に面した北西斜面に、前期で

は土器や排土の処分場としていたが、

中期になると盛土により積極的に平

坦地を造成し、直ちに、その上に竪

穴住居を建築。

④岩手県宮古市崎山貝塚 一 環状区画溝・急斜面盛土

規模 中央広場 :長径 26.7m・ 短径 21mの不整楕円形 面積約 350ぽ
環状区画溝 :外径南北約 60m。 東西約 55m 幅 13.2～ 25m 最深約 lm
辟十幅 :約 4～ 12m 最大厚約 0.7m

時期 中期後葉

内容 中央広場を巡る環状区画溝。台地南側斜面肩の一部を盛土 し溝底面を拡幅造成。立石と墓

のある中央広場と居住域を分け隔てる空間区画を意図しているという。
~環 状溝の範囲
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も,南 と北側が斜面になります。 ドーナッツの上の部

分が斜面, ドーナッツの下の部分も斜面,細い尾根状

の中央部分ぎりぎりにドーナッツ状の溝があるという

ように見ていただきたいと思います。 ドーナッツ状の

中心部分にお墓を造 り,そのお墓の部分を残して ドー

ナッツ状に溝を掘っていて,その東側,西側に集落が

あるという遺跡でございます。円形区画溝という環状

区画溝になるわけですけれども,その溝の南側に一部

斜面にかかってしまう部分がありますけれども,その

斜面の部分に溝を掘ると斜面ですから溝がさがってし

まうので,その部分に盛土をして溝の底を高くしてい

るという変わった例でした。私も行って聞くまではよ

くわかりませんでしたが,溝の高さを均一にするよう

な行為を縄文人が行っていたということです。その盛

土の部分の断面図が右の図の下のほうの図で,溝底面

盛土の範囲という矢印で示した黒い部分が盛土した部

分,高 くない盛土といいますか,低い盛土になります。

溝自体はその上の図にあります黒い部分のところに溝

として掘った部分があります。

その次の図④以降は,新潟県朝日村元屋敷遺跡で ,

サケの昇る川として有名な村上市の三面川の最上流

域,奥三面にあります。これについてはいままでと少

し違う例ですが,集落の中を改修する工事の例として

紹介いたします。上の地図は全体図です。先ず川が斜

めに右下のほうから左上に流れております。川の南側

に集落がありまして,埋甕ブロック 1と か 6と かいう

ところに集落があります。ここは低い段丘になってお

ります。右側に配石墓群と書いてありますお墓の部分

があります。その下を見ますと黒い部分に縦線があり

ますが,川 1と か川 2と か書いてあります。川 2は川

2と 書いてある部分から水が湧きだしまして,への字

の左側に流れている川です。次に川 1と 書いてあるの

が真っ直ぐ北にのびている川に表現されています。川

1の 部分に道路状遺構 と小さい字で書いてあ ります

が,本来川 1はそちらへ流れていました。真ん中左の

後期前半までの流路と書いてある図のように川 1はつ

の字形にまわって川 2に注ぐ川だったのですが,その

後,右の図のように後期前半以降に真っ直ぐ延ばして

大きな川のほうに落とすという流路変更を行っていま

す。川 1の流路変更する前というのは集落の南側の高

い部分を川が流れている格好になりますので,浸水を

防ぐため堤防の盛土を行っているということが指摘さ

れております。その後,川 を北に付け替える際に,元

の川の部分については砂利敷きの舗装工事を行ってい

て,それが一番下の図になります。窪んだ部分が元々

あるわけですから,そ こに砂利を入れ,両側を大きな

石で縁取 りをするというような感じで道にしていると

いうものです。その付け替えられて真っ直ぐになった

川にもやはり護岸工事をした例が見つかっています。

10cm内外の石と砂利を四列に並べて護岸工事をして

います。また,三内丸山遺跡には北の谷にある道の斜

面に擁護壁が造られています。 2mぐ らいの栗材の杭

を打って,現在の土嚢袋に相当するように円筒の土器

をそこ並べおいて,土が崩れないようにして,斜面の

道を造っています。

工事系の例として紹介いたしました。

最後に土木工事とは関係はないものですが,三直貝

塚でも出ました斜面に竪穴住居を造る例があります。

千葉県でも後期前葉の例が増えています。斜面に家を

造るという例が,三直貝塚だけではなくて北海道とか

東北北部に多くあるようです。

時間がだいぶ過ぎましたので,三直貝塚について若

干話して終わりにさせていただきたいと思います。

先程までのやり方で,三直貝塚の盛土を紹介すると;

どうなるかというのが資料 4で ,「千葉県君津市三直

遺跡 (貝塚)の盛土」としてまとめられるのかと思い

ます。おそらく,造成工事自体は後期の中ぐらいに一

気に行って,削 り残しの部分を斜面の部分に少し残し

まして,斜面に土を落とすとともに縁のところに盛土

を施すということをやっていると思います。その後 ,

その盛土の上に後期の後半の人になるかと思いますけ

れども,家 をつくる,それが晩期前半まで続くという

のが集落としての後半の部分になります。前半の部分

は,斜面の部分だけ家が残っておりまして,斜面の上

にあたるところの住居とか遺物とかについてはみんな

破壊されて押し流されているのではないかといういう

のが,私の見た感想でございます。これについては後

で報告をされる時に検討されて正式にどういう状況か

発表されるかと思います。あくまでも私が見た感じで

す。

住居はあるんですけれども盛土にはどうも積極的に

お墓を造るということはなさそうですので,墓 と思わ

れるものが多少あるのかもしれませんが,お墓を別の

地点に本格的には造ったようで,墓地をここに造ると

いうようなことはなかったと思います。

盛土をする時期に貝塚を一方では造っているわけで

すが,貝 を盛土に関係させないということが非常に興

味深いところです。というのは加曽利貝塚をはじめ真
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⑬新潟県朝日村元屋敷遺跡 一 川の護岸堤防

規模 長さ約 20m 現存最大幅約2m
高さ 1.2～ 0.7m

後期初頭～前半

黒色土を盛り上げた川 1旧流路の屈

曲部の堤防用盛土。盛土中からは多

量の土器、炭化材が発見されている。

下段

岩盤 を制 り抜いた

水場遺構

元 屋 敷 遺 跡 概 略 図

(上段の空白部にも、遺構は多数有 り)

時期

内容

″
ｏ　つ

様。共
川3  イネ科植物を敷いた水場遺構 Lョ__目‐‐日‐‐ヒ薔■■■■

=日==

④新潟県朝日村元屋敷遺跡 一 人工河川の掘削 (流路変更工事)

掘削 :規模 現存長約40m 幅 3～ 5m   護岸 :規模

深さ 0.3～ 0.7m
時期 後期前半以降何度か

内容 川 1を真 っ直 ぐにして集落の水はけ

を良 くし、居住域と墓域を分割する。

時期

内容

と護岸工事

両岸、長さ約 10m
晩期中頃

1 0cm内外の礫・小砂利を敷き詰

め、保存良好部は石を 4列並べる。

⑩新潟県朝日村元屋敷遺跡 一 砂利敷き道 (旧河川流路跡を利用)   後期前半以降の流路

規模 全長約40m 幅 2～ 2.5m
時期 後期前半

内容 地面を約5 0cm掘る→大きく偏平な石を置く→砂利を詰める→道路面の両側に大きく偏平

な石を置く。築造理由は、①二つの水源を結ぶ道説、②居住域への流水阻止説の 2説。

元屋敷遺跡の道 (全長 40m)

後期前半までの流路
り!12 付 け か え られ た 川
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ん中が窪んだ中央窪地型馬蹄形貝塚というのは,縄文

時代で考えれば白い土手状の ドーナッツがあると思っ

ていただければいいと思います。三直はそういう配色

をしないで,あ くまでも黄色い土を盛るだけで,白 い

ものは斜面に捨ててしまっているということです。形

状は馬蹄形貝塚と同じ集落景観なんですけれども,片

方は白い部分に家が建っている,片方は黄色い部分に

家が建っているということで,モ ノクロでいきますと

同じなんですが,カ ラーでいきますと全然イメージが

違うというのが三直貝塚の盛土の特徴になろうかと思

います。

いろいろな祭祀関係の遺物が出ていて,こ の会場に

も幾つか展示されておりますが,異形台付土器がやや

多いのかなという印象はありますが,山形土偶が見当

たりません。また,吊手土器とか柄香炉型土製品など

は出ていないように見えますので,それなりに祭祀関

係の遺物は出ておりますが,三直貝塚は特に多いとい

うことを感じさせるものではございません。ですから

普通の当時の集落の営みがそこにあったんだろうとい

うことで,祭祀集落であるというようなイメージは抱

かない方がいいと思います。あくまでも聖なる場所と

して造成したのではなくて,実利的に広い空間を確保

したいという目的で集落の造成工事を一気にやってい

るのではないだろうかと思われます。造成工事はそれ

で終了するのだと思われますが,竪穴住居の覆土をロ

ームで修復をするということをあえてやっているとい

うのがその後の特徴的な行動になります。これが黄色

を意識しているのかなあというふうに思える行動につ

ながるかと思います。そのように感じました。

資料 5の「盛土の分類」は,今回試案的に作ったも

のです。盛土もいろいろ見てきましたが,排土の出な

い集落はないので,家を造ったり,お墓を掘ったり,

それから集落を平らにするとかというときに出る排

土,つ まり出てしまったからしょうがないという排土

と,わ ざわざ肖1る という,た とえば山を削って平らに

するんだという排土と,土の由来として大きく二通り

に分けられるかと思います。それから目的別に分ける

と,お墓にしたりとか,あ るいは宅地にしたりとか,

それ以外の区画,結界などの聖地としての意味がある

のではないかと思いますが,土の由来は別としても意

識にも幾つかの区別があるのかと思います。それらが

そこに書いてあるように分類できるのかなあと思って

います。

資料 5の真ん中のところの表ですが,「盛土形成の

長短・消積極別分類Jと いう題を付けましたが,①か

ら④まで分かれております。消極的短期的には断続的

に上が出て,例えば竪穴住居を掘ったとき土が出ると

いうようなものをぽつぽつ捨てるものです。遺跡を掘

りますと時々捨て土と考えられるようなものが出ます

が,そ ういうものが該当します。それを意識的に盛る

か,別に意識しないで適当に捨てるかの違いも見ない

といけないのかということが今回の分類の基本になり

ます。短期的と長期的というのは短時間でやるものと

時間をかけてやるものがあるという点ですが,こ れは

遺物の出た時期で識別できるかと思います。それから,

積極的に切土して盛るということなんですが,盛土に

関しては形態的には帯状,環状,囲状という例がある

わけですけれども,環状の場合でも三直貝塚のように

墓ではないものと,石倉貝塚のように墓の輪郭を造っ

て結界とするものがあります。周堤墓の場合も結界を

形づ くるとともに,人があふれた場合には中央部分で

はなくて土手状の部分にもお墓を造るという例があり

ます。このように環状に盛るという意味にもいろいろ

あるということです。長期的な切土系には寺野束の例

があります。長い時期にわたって盛土の行為を繰 り返

しているということによって,で きているという例に

なります。そういうことで,盛土の作業の意識にはい

ろいろな分類ができると思います。それを日常的な部

分,ケ の作業といいましたけれども,それとわざわざ

やる部分,ハ レの作業という,こ れを見分けるのはな

かなか難しいと思います。いくつかだぶっております

けれども,そのようなものを①から④にあわせると表

のようになると思います。

資料 5の 「盛土に住居を多数造っている遺跡」はい

ままでどのような例があるのか調べましたところ,こ

の程度しかなさそうだということで,こ れからもう少

し調べればもっとあるのかもしれませんが,と りあえ

ずはっきりわかっているのはこの 3か所です。

1番 目,秋田県森吉町狐岱遺跡。これについては先

程図にあったとおりです。前期の後葉ということにな

ります。同じく秋田県ニツ丼町鳥野遺跡。これは中期

後葉大木 8bと いう,関東では加曽利E2式 という時

期になろうかと思いますが,二列の帯状の土手があり,

先程のキウスの 4だ とか,美々貝塚と同じような帯状

をなして,土手状の上に住居を造っています。これら

の秋田県の例は報告がなされていないようですので ,

それ以上のことはわか りません。 3番については現在

調査中の今日話題の中心である三直貝塚です。加曽利
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4.秋田県大湯遺跡 整備後の万座環状列石

1.長野県諏訪大社の御柱

5.栃木県寺野東遺跡 外側斜面の盛土断面

2.秋田県伊勢堂岱遺跡 環状列石 Cの近景

6.埼玉県石神貝塚 道路の外に残 った盛土

3.青森県小牧野遺跡 中心帯から山側の内帯・外帯を望む

7.北海道キウス周堤墓群 2号周堤墓の内側
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千葉県君津市三直遺跡 (貝塚)の盛土 資料 4

★千葉県君津市三直貝塚 ― 斜面盛土 を伴 う環状 ?盛土

規模 現存長約140m 幅約10～20m 最大厚約1.5m 内側との最大比高差約1.8m

時期 後期中葉

内容 旧集落を大きく一気に削土した土で斜面上部と平坦になった台地の縁辺部を盛土し,竪穴住居を

建築。西半部は藪で不明。後期中葉の貝塚は盛土に関与せず。

(1)三直遺跡 の観察

(1)ロ ーム層の削平,斜面を含む削平面上への盛土が一気に実施されている。

残土や排土の集積とは考え難く,意図的な掘削を経た盛土である。

(2)盛土上での建物建築は盛んであるが,埋葬用と考えられる土墳は発見されていない。

埋葬場所は別地点と考えられる。

(3)食べかすの貝殻の拾場は,同時期進行の盛土形成と関係せず,別の斜面で完結させている。

東京湾沿岸下総台地の中央窪地型馬蹄形貝塚は貝殻の環状の土手といえるから,似て非なるものとい

える。

(4)西半部は藪で不明であるが,西貝層が斜面貝層であれば,地形的に環状とは認めがたく,Dも しくはC

字状となる。斜面貝層でなければ環状盛土の可能性を有するが,その場合の西貝層は中央窪地部に位置

することになり,類例の無い事例となる。

盛土は環状をなしていたかは微妙。無花果型 ?か。

(5)盛土形成時における活発な祭祀行為の兆候は認められない。また,その後の祭祀関係遺物の出土状況は,

他の集落と何ら異なる所はない程度である。

盛土形成後の祭祀に特異な点は認められない。

〔祭祀関係の出土遺物 =異形台付土器・木菟形土偶・遮光器系土偶・土版・石剣〕

(2)三直遺跡の盛土の性格

聖地 (送 り場)を造るために盛土するという意識は認められず,地形改変により集落を造成するという

実利的な土木工事である。

平坦地を造成して集落の広さを確保するのが削平の目的と考えられる。そして,中央窪地型集落の景観

に似せ,周縁部を盛土により土堤とし,住居をその高まりの上に建てる集落景観を創生したものである。
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盛 土 の 分 類

(1)形 態 分 類 一一 一

(2)行為別分類 一一一

(3)目 的別分類 ―一一

資料 5
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一一― 盛土

排土系盛土・切土系盛土

排土置き場 。墓地・宅地・聖地 (区画地 )

弧状土堤

帯状土堤

環状土堤

帯状土堤

環状土堤

平坦地化

環状土堤

一一 三内丸山・御所野

―一 キウス 4・ 美々貝塚北

一― 寺野東

一― 狐岱

―一 三直

一― 小牧野

一一 石倉 。キウス周堤墓群

盛土形成の長短 。消積極別分類

盛土作業の意識 ケ の 作 業 集落の日常生活で生ずる排土の集積

排土を聖地に盛土

場の造成 (区画ゾーン)

―― O②

― ②

― ③

― ④ハ レの作業
/  

儀式として実施する削土・盛土

盛土に住居を多数つくつている遺跡

1.秋田県森吉町狐岱遺跡   前期後葉 (円 筒下層d式) L字 帯状

2.秋田県ニ ッ丼町鳥野遺跡  中期後葉 (大木 8b式)  二列帯状

3.千葉県君津市三直遺跡   後期中葉 (加曽利B2式) 環状 ?

短 期 長 期 白勺

,肖 極 的

排土非集中処理 :多 数の遺跡

竪穴住排土集中処理 :ユ カンボシE3

①

排土処理→急崖 :三 内丸山北斜面盛土

排土処理→聖地 :三 内丸山盛土

墓地排土処理→縁辺・区画 :天神原

②

排
　
土
　
系

積 極 的

整地・平坦化 :小牧野

弧状土堤 :御所野

帯状土堤 :狐岱 。キウス 4・ 美々貝塚北

環状土堤 :三直・石倉 。キウス周堤墓群

囲状土堤 :音江

環状溝補修 :崎山

③ ☆場の活用を目的とする一気造成

環状土堤・聖地 :寺野東

④ ★盛土・送 り行為に意味をもつ長期造成

切
　
土
　
系

―- 69 -― (1535)



B2式 と書いてありますが,私が見た限りこの時期に

どうも一斉に工事を行って,後は修復工事を行ってい

る程度かなあと思っています。環状になるかどうかに

ついても西側がわかっていないようですので ?だ と思

います。環状か弧状か,あるいは瓢箪形かよくわかり

ませんが,そ ういうものが見つかっているという意味

では全国的にも有数の,め ったにない遺跡であります。

縄文時代の生活を考える場合,集落はそれぞれ遺跡ご

とにイ固性がすごく大きいなということを,同 じような

感覚で括れないなということを改めて考えさせてくれ

た遺跡です。生活をしている人達がそれぞれ違うわけ

ですので,遺跡もそれぞれ違うわけです。三直貝塚の

場合は山の上を削って集落景観を造るという大土木工

事をした人達なんですけれども,本当のところは何な

んだと私は聞いてみたいと思っているぐらいですが ,

みんなで力を合わせてこういう工事をやろうと決断し

実行したエネルギーを三直員塚を見学した時に感じた

次第です。

時間もかなリオーバーしてしまいましたので,ま だ

説明が足 りない部分も多々ありますけれども,会場の

都合もあろうかと思いますので,こ のへんで終わりに

させていただきます。

(会場から盛大な拍手)

掲載図の出典

①山形県米沢市一ノ坂遺跡

米沢市教育委員会 1996「一ノ坂遺跡」

②北海道南茅部町大船C遺跡

阿部千春 1997「 北海道南茅部町大船 C遺跡」『考

古学ジャーナル』425号

③石川県金沢市チカモリ遺跡

金沢市教育委員会 1983「金沢市新保本町チカモリ

遺跡―遺構編―」

④青森県青森市三内丸山遺跡

株式会社大林組広報室 1996「縄文」『季刊大林』

No42 -部 改変  [掲載承諾済]

⑤北海道苫小牧市静川16遺跡

苫小牧市教育委員会 1983「静川16遺跡―縄文時代

の環濠と集落―J  一部改変

⑥北海道千歳市丸子山遺跡

千歳市教育委員会 1994「丸子山遺跡における考

古学的調査」千歳市文化財調査報告書 XⅣ

⑦③秋田県鷹巣町伊勢堂岱遺跡

鷹巣町教育委員会 1997「伊勢堂岱遺跡から縄文の

世界を考える」 一部加筆

⑨青森県青森市小牧野遺跡

遠藤正夫 1998「 縄文の心象世界を探る」『市史研

究あおもり』 1 右図 :加筆,改変

⑩秋田県鹿角市大湯遺跡

小林達雄編 1995「縄文時代における自然の社会化」

『季刊考古学』別冊 6

⑪北海道小樽市忍路遺跡

駒井和愛編 1959「音江」

⑫北海道千歳市美々貝塚北遺跡

高橋正勝 1993「 北海道千歳市美々貝塚北遺跡」

『日本考古学年報』50

⑬秋田県森吉町狐岱遺跡

小林達雄編 1995「縄文時代における自然の社会化」

『季刊考古学』別冊 6 加筆

⑭青森県青森市三内丸山遺跡

岡田康博 1998「東日本の縄文文化」『季刊考古学』

64  カロ奮饉

⑮岩手県一戸町御所野遺跡

一戸町教育委員会 1993「御所野遺跡 I」

⑩北海道函館市石倉貝塚

函館市教育委員会 1999「函館市石倉貝塚」

右図 :一部改変

⑫栃木県小山市寺野東遺跡

小林達雄編 1995「縄文時代における自然の社会化」

『季刊考古学』別冊6-部改変

⑬北海道恵庭市ユカンボシE3遺跡

ユカンボシE3・ E8遺跡調査団 1992「ユカンボ

シE3遺跡A地点 ユカンボシE8遺跡 B地点J

加筆

⑩埼玉県川口市石神貝塚

上図 :江原 英 1999「寺野東遺跡環状盛土遺構の

類例」『栃木県文化振興事業団埋蔵文化財センター

研究紀要』7 加筆
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下図 :埼玉県埋蔵文化財調査事業団 1997 「石神   ⑮北海道千歳市キウス周堤墓群

貝塚」 加筆                    朝日新聞社 1997「 三内丸山遺跡と北の縄文世界」

⑩千葉県佐倉市井野長割遺跡               『アサヒグラフ』別冊 千歳市埋蔵文化財センター

佐倉市教育委員会・佐倉市遺跡調査会 1974「井野    提供資料 加筆

長割遺跡」                     ④青森県青森市三内丸山遺跡

④千葉県四街道市千代田遺跡               青森県教育委員会 1997「三内丸山遺跡Ⅷ 第6鉄

四街道千代田遺跡調査会 1972「 千代田遺跡」 力田    塔地区調査報告書」 カロ筆

筆                         ②岩手県宮古市崎山貝塚

②北海道千歳市キウス4遺跡               宮古市教育委員会 1995「崎山貝塚―範囲確認調査

北海道埋蔵文化財センター 1998「 古代の夢だより」   報告書―」 加筆

4 加筆                      ④・④・⑩新潟県朝日村元屋敷遺跡

④群馬県安中市天神原遺跡                朝日村教育委員会 1999「平成10年 度奥三面遺跡群

江原 英 1999「 寺野東遺跡環状盛土遺構の類例」   報告会資料」 加筆

『栃木県文化振興事業団埋蔵文化財センター研究紀

要』7                      [付 言 :文中の写真は堀越正行氏の撮影によるもので

②北海道深川市音江遺跡                ある。]

駒井和愛編 1959「音江」                        (企 画担当 :資料課 西川博孝〉
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